
１. カルテ閲覧モードの実装について 

いずれかの端末でカルテを開いている場合、同じ患者のカルテが他の端末から開けない仕様でしたが、 

令和 7年 5月更新プログラムの適用後より、他の端末からでもカルテが閲覧できるように対応しました。 

 

＜更新前＞ 

       診察中などでカルテを開いている場合、他の端末から同じ患者のカルテを開こうとすると 

       下記メッセージを表示していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜更新後＞ 

「はい」を選択することでカルテを開いて閲覧できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 

閲覧モードでカルテを開いた場合、通常のカルテとは異なり、カルテの作成や訂正、病名入力などの 

操作は行えません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

閲覧モードで開くと、画面左上に 

【読み取り専用】と表示されます。 



＜操作例＞ 診察中のカルテをクライアントの受付から開く場合 

 

① カルテを閲覧したい患者氏名をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 確認メッセージが表示されます。  はい  をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 閲覧モードでカルテが開きます。 

カルテの閲覧が終わりましたら、画面右上のボタンをクリックしてカルテを閉じてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いいえ  をクリックすると、 

確認メッセージを閉じて受付画面に 

戻ります。 

●補足  

患者検索など、受付を介さずにカルテを開く場合も同様です。 



２. 指示箋印刷について 

 指示箋の印刷機能をオプション化しました。初期値は ONです。 

 また、身体所見に入力した体重、カルテ作成時間を開始時間として印字する機能を追加しました。 

 設定は全端末に反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■指示箋印刷：ONのとき                    ■指示箋印刷：OFFのとき 

  カルテ画面に指示箋ボタンを表示して            カルテ画面の指示箋ボタンを非表示にします。 

  指示箋を印刷します。                       （指示箋の印刷は行えません） 

 

 

 

 

＜設定方法＞  

（例） 指示箋に体重を印字する場合 

① 受付画面のユーザオプション    をクリックします。 

② 環境設定画面が開きます。  保守  →  画面制御  →  カルテ関係  タブの順でクリックします。 

③ 指示箋印刷オプションの体重をクリックし、チェックを入れます。 

 

 

④ 画面右上の登録ボタンをクリックします。 

⑤ 「登録しました。」とメッセージが表示されたら  OK  をクリックします。 

⑥ 戻る    ボタンをクリックし、受付画面に戻ります。 

 

＜印刷イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ONの場合のみ設定できます。 

印字したい項目にチェックを入れてください。 

●補足 

開始時間にチェックを入れた場合は、性別の下に印字します。 



３． 検査依頼書印刷のオプション化について (※検査オーダーご使用のユーザー様対象) 

検査依頼を作成した際に印刷される検査依頼書について、オプションで印刷の有無を設定できるように対応 

しました。設定は全台に反映されます。 

※以前より検査依頼書を印刷されているユーザー様につきましては、更新後も引き続き印刷される仕様と 

なっています。変更はありません。 

 

 

 

 

＜設定方法＞  

（例） 検査依頼書を印刷するように設定する場合 

① 受付画面のユーザオプション    をクリックします。 

② 環境設定画面が開きます。  保守  →  オーダー保守  の順でクリックします。 

③ 依頼書印刷をクリックしてチェックを入れ、印刷枚数を入力します。 

④ 画面右上の登録ボタンをクリックします。 

⑤ 「登録しました。」とメッセージが表示されたら  OK  をクリックします。 

⑥ 戻る    ボタンをクリックし、受付画面に戻ります。 

 

４． カルテの年齢表示について 

（１） 患者年齢をカルテにコピーする機能を追加しました。 

    コピーする場合は、表示されている年齢をクリックし、FSOAP 欄で右クリック＞貼り付けを選択してください。 

（２） 0歳の場合、カルテの年齢表示を「MMヶ月DD日」と表示するオプションを追加しました。 

    ※ 受付画面には設定は反映しません。 

 

 

 

 

 

 

＜設定方法＞  

① 受付画面のユーザオプション    をクリックします。 

② 環境設定画面が開きます。  保守  →  画面制御  の順でクリックします。 

③  受付関係  タブの年齢表示オプション：「0歳は月日」をクリックしてチェックを入れます。 

④ 画面右上の登録ボタンをクリックします。 

⑤ 「登録しました。」とメッセージが表示されたら  OK  をクリックします。 

⑥ 戻る    ボタンをクリックし、受付画面に戻ります。 

 

（３） 年齢の表示を切り替える機能を追加しました。 

    患者年齢をダブルクリックすると、「〇歳〇ヶ月」→「〇歳」→「〇歳〇ヶ月」・・・ の順で表示を切り替えます。 

※（２）を設定している場合は、「〇ヶ月〇日」→「〇歳」→「〇歳〇ヶ月」→「〇ヶ月〇日」・・・ の順となります。 

生年月日を基準にして月数を計算します。 


